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「資本基盤」の持続可能性の確保という課題

以上の課題は、社会を支える人的資本基盤（ひとストック）、人工資本
基盤（ものストック）、自然資本基盤（しぜんストック）、社会関係資
本基盤（しくみストック）という四つの資本基盤の持続可能性が脅かさ
れているという課題として総括できる。

資本基盤の持続可能性を確保するためには、資本基盤の量に応じた「手
入れ」を行うことが求められる。とくに、人口が減少していく中で、各
資本基盤の「手入れ」を確保することが喫緊の課題となる。



資本基盤マネジメント（ストックマネジメント）

各資本基盤が健全な状態を保つためには資本基盤の総量に応じた手入れ
を必要とする。各地域において維持すべき資本基盤総量を見積もり、ま
た、合意形成を図り、その量に応じた手入れが行われないおそれがある
ときには、手入れが行われるように政策を講じなければならない。

人口が減少する社会においては、とくに、必要な手入れが行われるかなくなる
おそれがある。実物界に属する各資本基盤の量は、現状と将来の推移について
ある程度予測することができる。このとき、必要となる手入れ量に応じた持続
部門が地域に確保できないおそれが事前に把握できる。

人的資本基盤については、政策的に人を減らすことは困難であるが、人工資本
基盤と自然資本基盤についてはどの程度の量を抱えるかについて社会的合意形
成をまず行う必要がある。人工資本基盤は取り壊す選択が、自然資本基盤につ
いては天然更新に切り替えるという選択がある。



プロジェクトOPOSSUMと
にしのおもて未来ワークショップ



「多世代参加型ストックマネジメント手法の普及を通
じた地方自治体での持続可能性の確保」
OPEN PROJECT ON STOCK SUSTAINABILITY MANAGEMENT (OPOSSUM)

「フロー」概念：　
経済活動の成果を
ある期間内に生み
出された量で測る
もの

成長 持続

「ストック」概念：経済活
動の成果を社会生活を支え
るさまざまなサービス（有
用性）を生み出す資本基盤
の量で測るもの

研究代表者：倉阪 秀史（千葉大学大学院人文社会科学研究科　教授）
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地域におけるストックマネジメントの必要性

ストック（資本基盤）の持続可能性を確保する政策は、
地域のストックの状況に応じて、過去の世代の思いを
将来の世代に伝える「通時的コミュニティ意識」を地
域で醸成する形で進める必要がある。

「個人の福祉は、過去から
未来にかけて広がるコミュ
ニティにも結びつけるもの
である」ケネス・ボール
ディング「来るべき宇宙線
地球号の経済学」

未来シミュレーター 未来ワークショップ



未来シミュレーター

物理的ストック（人的・人工・
自然資本基盤）の将来を予測し、
将来の課題に気づくための未来
シミュレータの開発と全国市町
村への未来カルテの提供

このままの傾向で進むと、人的資本の維持
サービス（保育、教育、医療、介護）に関
する需給ギャップ、住宅の需給ギャップ、
農地の耕作ギャップ、財政の収支ギャップ
などが、どのように発生するのかを、全国
の各市ごとに予測できる



地域の特性を反映しつ
つ個人の「社会関係資
本」を把握する改良型
リソースジェネレータ
手法の開発と普及

つながり座談会とリソースジェネレータ調査

リソースジェネレータ調査

30程度の他者に協力を依頼するような項目リストを用意
し、協力を得られる知り合いの存在や関係性を聞く手法。

本プロジェクトでは住民座談会を行って、住民が望まし
いと考えるリソースをリストに反映させる。



未来ワークショップ

地域の将来を担う中高生や若手
社会人に、このまま推移すると
2040年になにが起こりうるかを
伝え、未来市長として、政策提
言を考えるワークショップ

上総牛久の
未来地図

まちあるき
とワーク
ショップ
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未来ワークショップの開催状況

いちはら未来ワークショップ（2015年8月22日、23日）（千葉県市原市）中学生39人、高校生2人参加

いちはらの未来を考えるシニアワークショップ（2016年3月24日）65 歳以上10名参加

やちよ未来ワークショップ（2016年11月23日）中学生11人、高校生9人参加

静岡県次代を担う若者たちによる県民会議「キックオフミーティング　未来を知ろう　未来シミュレーターで見る
静岡県の未来」（2017年2月5日）静岡県内に在住、在学または在勤する15歳～30歳　36名参加

たてやま未来ワークショップ（2017年8月7日）中学生29人、高校生14人参加（うち2人特別支援学校生）

まつど未来ワークショップ（2017年10月14日）中学生15人、大学生7人参加　

まつど未来ワークショップ（市職員研修）（2017年10月20日）20代の若手市役所職員29名参加

奈良市未来ワークショップ（2017年11月18日）中学生4人、高校生35人参加

にしのおもて未来ワークショップ（2018年8月29日）中学生15人、高校生22人参加

まつど未来議会（2018年11月10日）小学5，6年生11名参加

サイエンスアゴラ「未来総理になって考える日本の未来」（2018年11月11日）高校生6名、研究者2名、起業家2名
参加

その他、千葉大学「若者の政治参加を考える」、多摩美術大学「環境問題論」、東北大学大学院環境科学研究科
「先進社会環境学演習1」などにおいて未来カルテを用いたワークショップを実施。
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にしのおもて
未来ワーク
ショップ

2018年8月29日＠鹿児島県西之表市　
中学生15人、高校生22人参加
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にしのおもて未来ワークショップスケジュール

8:30　受付開始

8:50-9:20　オリエンテーション（未来市長バッジ交付、事
前アンケート回収、「仲良くなろう」）

9:20-10:00　未来シミュレーター結果

10:00-10:15　つながり調査結果

10:15-10:25　休憩

10:25-10:40　西之表市のエネルギー

10:40-10:55　西之表市の産業と観光の現状と展望

10:55-11:10　西之表市での移住／定住政策

11:10-11:25　西之表市の歴史から未来を見つめる

11:25-11:35　質問票の書き出し

11:35-12:40　昼食

12:15-12:40　リクリエーション・ハグル

12:40-13:00　質問への回答

13:00-13:40　未来市長が直面している課題の書き出し（グ
ループ作業）

13:40-13:50　休憩

13:50-14:30　未来市長から今の市長への提言項目の書き出
し（グループ作業）

14:30-14:45　提言の優先順位付け

　　・　他のグループから「いいね」シールをもらいます。

14:45-14:55　休憩

14:55-15:10 　提言発表の準備

15:10-15:40　未来市長から八板市長への提言発表・意見交
換

　・　八板市長が出席します。

15:40-16:10　終了式（事後アンケート回答）写真撮影 
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空き家をリ フォームして活
用する

空き家でフリマをする

空き家を観光客が来るよう
なお店やカフェにする

ごみ拾い

様々な伝統について詳しく
書いた本をつくる

種子島についての劇などを
する（ 島民向け）

授業で（ or遠足） 種子島に
ついて学ぶ

伝統芸能に興味のある人に
呼びかける

祭りなどのイベント で語り
べさんを雇う

学校の学習に取り入れる

耐震構造の建物に変える
災害マップを市の各場所に
設置する

被害を最小限にとどめる

親にとってうれしいサービ
スをする

出生手当てを出す

年間で子供を育てるための
補助金を出す

台風発電

エネルギーの節約

風力発電を増やす

種子島を都会みたいにする

店ができてほしい

楽しい島にする

地域の人たちどうしの交流
の場をふやす

他県との交流や関わり を増
やす

働ける高齢者を増やす

医療系の大学に進学する島
出身者に補助金などを作る

学校などで産業に興味をも
てるような授業をする（ 島
民向け）

学校で医療とか介護の資格
をとれるようにする

種中、 種高を県上位レベル
の進学校にする

教育環境（ 学校の設備） を
もっと良くする。若者の減
りも少なくなる。

小・ 中学校のへん差値UP

外国の方をたくさん受け入
れるために、語学をめっ
ちゃする

バス、 船など交通の便を増
やす

バスを増やす（ そして値段
をもっと下げる）

交通きかんの充実

島内の移動をしやすい環境
づくり

みなとから観光地までの道
を分かりやすく示す

ハザードマップをもっと多
くの人に知ってもらうべき

事前にかんづめやカップ
ラーメンなどを備えておく

市から防災グッズを支給す
る

島で結婚する人を補助する

婚活を開く

一人あたり ２ ～３ 人子ども
を産む

子どもの多い家族に市から
贈物などを送る

チェーン店をつくる（ マッ
クとかミスド とか）

学生が遊べる場所をつくる

中学校の体育館、校庭など
を休日貸し出しOKにする。
貸し出してるとこをふやす

介護の求人を増やし職場も
増やす→こどく死（ 小） 人
手不足（ 小）

島外にも介護士の求人票を
だす

病院と老人ホームなどを合
併し広くする（ １ つのとこ
ろに集まることで、 人員の
負担も少しへる）

地域のものを食べる

種子島内で８ 割の食べ物を
自給できるよう野菜の輸出
入はやめる

島の郷土料理を安価で食べ
られる場所をつくる

働きたい人を島外から募集

ひとを島外から呼び込む
大学卒業後、島に帰ってく
る

学校などで種子島の歴史に
ついて講座をする

みんなでご飯食べにいく

外食したくなるようなイベ
ント を設ける

島の歴史を知るイベント を
行う

おじいちゃん、 おばあちゃ
んによる、 昔話をきくきか
いをもうける

劇などで種子島弁を用いる

冬を代表する祭りを新しく
始める

月に１ 回種子弁dayを作る

学校などにイベント や行事
の情報を流す

一人暮らしの高齢者を支援
する制度

高齢者を集め、 地域ごとに
1ヶ月に1回マスゲームや
ゲート ボールなど高齢者の
会をつくる

○才以上は一人暮らしをな
るべくしないなどのきまり
をつくる

月に1回は、 高齢者と若い
人がふれあうイベント を開
けば、 こどく死がなくなる

近所の高齢者と親しくなる

簡単なインターネット 機器
の宣伝＆使う時のサポート

年に数回、 募金活動を行う
→それを税金などにあてる

木を植える

各家々で使わなくなったも
のを集め、 市主催のフリー
マーケット を開く

３ Ｒ をてっていする

市全体の取り組みで、 バイ
オマス発電に使える作物の
残りのカスを集め発電する
施設をつくる

１ 市２ 町合併する

空き家はこわす

例えば、榕城の人口が多
く、現和が少ない場合は、
榕城の人の２ 、 ３ 割が現和
に住む

島内⇔島外の移動手段を増
やして観光客UP

種子島と鹿児島本土をつな
ぐ橋を作る

中高生限定でタクシー半額

自動運転

東京⇔種子島、 大阪⇔種子
島など直行便の船（ 飛行
機） を作る

飛行機で旅行しやすいよう
にする

どんがバスの活動範囲拡大

種子島の農作物をブランド
化する

広い土地を活かして光で野
菜を育てる施設をたくさん
作る

ふるさと納税でもっと他の
県の人から納税してもらう

芸術家を呼び込み、 生活支
援を行う（ 副業で農業をし
てもらう）

全国の農大の農業をしたい
人に受け入れ先として宣伝
する

持ち手のいない空き家に絵
をかき、観光地化

空き家を壊してショッピン
グセンターや新しい施設を
たてる

空き家を他のものに利用し
て、空き家を減らす

空き家を活用した宿を作成

空き家を服屋さんなど若者
向けの店にする

文化的魅力を利用したイベ
ント の実施

祭りを増やす

島に帰って来たくなるよう
な建物や祭りを作る

熊毛地区合同観光ツアー

文化財のPR
知名度をもっともっと上げ
る

聖地巡礼を活用したツアー
の実施

子どもが遊びに行ける施設
を作る

新しい仕事を取り入れる

将来子供がつきたいと思う
仕事を増やす

「 子育てしやすい町」 とし
てアピールする　医療費を
少なくするとか

出産するたびに補助金を与
える

宇宙開発に関する学科の設
置

ラ・ サールみたいな進学校
を作る

海岸せいそうの呼びかけを
行う

放棄ゴミの回収

持続可能商品を作り、 ゴミ
の削減 紙・ 布・ ちゅう芥類のリ

デュース制度をつくる

温暖化を防ぐために、 ごみ
の後始末などをしっかり行
う

農業廃棄物のエネルギー利
用（ 再生可能エネルギー）

移住者へ種子島ならではの
面白い特権を与える

移住者が生活しやすいよう
に町をつくる

移住者が増えるような取り
組み

防災マップなどを配る

災害について意識を高める

エネルギー自給率の引き上
げ

地産地消の推進

市の予算の見直し

温室効果ガスのはたらきや
対策をまとめたフリーペー
パーの制作

高齢の年齢を引き上げて、
元気な、おじいちゃん、お
ばあちゃんは働かせる

種子島のことを他の地域の
人にもっともっとアピール
して、 移住者を増やし、人
手不足を解消する

鹿児島本土と種子島の間に
橋をかける

もっと市で動いているバス
を活用する

船の運賃代は、 所得が高い
人ほど値段が高くなる制度
にする

鹿児島を安く往来できるよ
うにする

自動運転

授業のやり方を変える！た
だ先生の話を聞くだけでな
く、グループになって、自
分の考えを相手に伝える方
法の授業にする

子供が多い家族には、 たく
さんの補助金を与えるよう
にする

防災訓練をもっと定期的に
強制的に行い、 皆の意識も
高めるようにする

地域活動でのボランティア
（ 海岸せいそう）

プラスチックを使わずに、
飲み物を買う時は、 マイボ
ト ルを持ち歩いて、 量り売
り制度にすると、資源の節
約になる

市長が、財政の使い道につ
いて、 市民に分かりやすく
伝え、 市民の意見を聞いて
調整する

現在の財政の見直しをし、
無駄な費用を見つけ出す

全国から高いお金で人を
雇って、伝統・ 郷土芸能を
継がせる

新しい踊り をつくる

種子島の伝統をもっと知っ
て興味をもつ

建物が老朽化しないよう定
期的にチェックをし、 修理
も行う

空き家を利用して介護施設
を建てる

馬毛島をアメリ カの軍にあ
げるのではなく、再生可能
エネルギーである太陽光、
風力、 潮力を使った発電所
を作ったら、地球温暖化対
策にもつながると思う

種子島の強い風を利用し
て、風力発電に力をいれて
いく

水力発電をまたつくる

防災無線がすべての家庭に
まわっているわけではない
ので、 各家庭につけること
でつながり も強くなると思
う

種子島のPR動画を作る

高齢者のつながり をふやす
ための交流会や地域活動を
する

地域のイベント を増やし
て、積極的に参加するよう
に呼びかける

高齢者と若者で文化交流

イベント を増やし、 人々の
「 つながり 」 を保つ

体験移住をもっといろいろ
な種類で行う（ 例） 農家移
住、漁師移住

子供がいる家庭を超優遇す
る

ボランティアをし 、ごみ拾
いなどを積極的にして、自
然を守る

みんなでごみ拾いをする

地域の文化を子孫へとつな
いでいく

観光客に対して島の文化を
体験してもらうツアーを行
う

建物をふやす

ゲーム機を少なくする

宿泊施設として貸し出す
無料で貸し出す

空き家の使える木材を次、
家を作るときにつかう

空き家をなにかに利用する
空き家をだれでも使える
きゅうけい所などにする

移住者に使ってもらう

空き家を壊す

老人ホームにロボット を導
入する

老人ホームをもっと多くの
人が使える広さ、設備にす
る

土地の値段を安くして農業
をしやすくする

土地、 道具を貸し出して農
業をはじめやすくする

70才以上になったら人々
は、農業以外の仕事をして
はいけないという義務をつ
くればいい

海やロケット など、種子島
の良いところをもっとPR
し 、人口増加につなげる

種子島をいろいろな文化の
「 聖地」 として観光地化す
る

映える場所などを作り 、若
者の観光客を増やす

種子島の知名度を上げる
（ SNSで）

バスの値段を安くする

歳入を増やす（ 資源をつ
かって収入を増加）

ふるさと納税を充実させる

フリーマーケット を行う

いろいろなところにごみ捨
て場（ ごみ箱） を設置する

リサイクルごみを出さない
レジ袋を廃止してマイバッ
クを使う

ペット ボト ル禁止　水とう
を持つ

室内での冷房の設置

災害の備えをする

一人一人の災害への意識を
高めさせるために、 学校以
外でも避難訓練をする

災害に備えて、 ひなん場所
などをはあくしておく

伝統工芸品などの体験活動
を行い、後継人を探す

文化財をPRする動画をつく
る

文化財の模型をつくり 、お
みやげの店に置いておけば
よいのではないか

学校などで種子島の伝統な
どを体験させ、興味をもた
せる

祭りなどで若い人を中心に
毎回行うようにする

種子島でも他の県のよう
に、ツアーを行えばよいの
ではないか？（ 例） 歴史ツ
アーなど

Ｖ Ｒ を使う３ Ｄ で歴史を体
験

郷土芸能をひろうしたりし
て有名にする

体育大会とかで文化がなく
ならないようにする

伝統芸能や文化財などをど
んなものなのか説明して、
受け継いでくれる人を探す

移住してもらうためにもっ
と種子島のよさを発信する

移住者の誘致（ 特にサー
ファー）

子供を育てやすい町を作り
子供連れの移住者をふやす
（ 自然での遊び。種子島で
しかできない教育などをす
る）

移住・ 定住の呼びかけ

風力発電と太陽光発電を一
緒に行えばよいのではない
か

再生可能エネルギーの使用
を増やしていく

水素ステーションの導入

バイオマス燃料などの研究
をできるだけ早くし、 ごみ
など利用して電力をつくる
→ごみ、資源利用の減少

種子島の特産品をもっと全
国に宣伝する

日本語の看板と外国語の看
板を別に作ればよいのでは
ないか

種子島のアピールできる所
を見つけ、 宣伝する

種子島に来る人々の目的を
しっかりと把握し、 多かっ
た目的を改良したり、 もっ
と宣伝したりする

地域の人々で協力し、 高齢
者の家をまわる

一人暮らしの高齢者の家に
挨拶に言ったり 、会話した
りする

高齢者のコミュニティをつ
くってつながりを保障

老人の交流イベント を行う

70代以上の人用の交流セン
ターを作るのがよいのでは
ないか

地域での交流をふやす

退職する年齢を決めない

高齢者に自宅での仕事をす
すめればよいのではないか

高齢者って働きたいのか、
意向調査 高齢者の家へホームステイ定年退職をなくす

種子島高校に宇宙開発コー
ス

特別な学科をつくる専門学校をつくる

種子島に介護士の学校をつ
くる

種子島に帰って来て働くこ
とを条件の進学援助

固定的な経費を減らす

ごみを減らしてごみ処理費
用を削減

自宅で介護を行い、 定期的
に介護士が訪問するように
したらよいのではないか

介護士の給料を高くする

在住者にどんなものを作っ
てほしいかのアンケート を
行えばよいのだろうか

中学3年生に仕事について
の会を開けばよいのではな
いか

捨てているものをたくさん
分別してリサイクルする

３ Ｒ の促進（ リ ユース、 リ
デュース、 リサイクル）

家に１ つの植物を植えるこ
とを義務づければよいので
はないか

戦争を体験した高齢者から
の話をしてもらう

1年に1回、 学校で戦争につ
いての授業を行えばよいの
ではないか

健康に年を重ねられるよう
な支援→介護が減る、 高齢
化が進んでも医療費減、労
働力確保

空き家で高齢者による○○
教室、 〇〇体験

大字地域に大規模な集合住
宅を作り、 一人暮らしの高
齢者を住まわせる

屋内スポーツ施設（ プー
ル、サッカー、野球など）
を建設し、 観光客を増やす

空き家に一人ずつ妖怪を住
まわせるツアー化を図る

空き家の有効活用→外国人
向けの宿泊施設

空き家でカフェ＋種子島の
無形文化財

学校の中で行事に取り組む
時間をつくる

種子島の子どもが種子島に
ついて学ぶ場を増やす

伝統芸能を広める→興味を
高める→後継者（ SNSな
ど）

種子島婚活週間を作る
（ バッジをつけている人に
は声かけ自由）

定期的な出会いの場（ サロ
ン的な） →結婚→出産？

島外からのお見合い。 嫁い
でもいいなと思える安定し
た生活

大学の設立

さとうきび→エネルギー工
場→エネルギー確保
→雇用

空き地を活用し、大規模農
場会社の設立

先進アイデアを社会実験す
る島にする（ 視察客も増え
る） 「 島ルール」

自動運転やＡ Ｉ の特区化で
実証試験を行い、交通や人
手不足の解決

飛行機や船の無人化、 自動
運転

セグウェイ等のパーソナル
モビリティ機器の活用特区
（ 公道解禁）

子連れ型研修システムの導
入（ 運転免許、介護ヘル
パー等）

ロケット 産業の創出に向け
た取り組みをする

自治体出資のエネルギー会
社設立（ 自治体新電力）

バガス等を活用し、高速
船・ フェリーを運転する。
技術開発

島内の交通をもっと便利
に。 ・ 観光客・ 職の増加

大隅半島と種子島を橋で結
ぶ

高速船の利用の少ない便を
割安にする

「 馬毛島から泳いで来よ
う」 イベント の開催

バーチャル市民。 電子市民
制度。 旅行者や訪問者を準
島民として、交流人口や観
光客をふやす

島外・ 海外の人にも分かり
やすい看板・ パンフレット
を作成

観光客増→①飛行機や高速
船もなくならない②財源も
確保

台風発電（ 集風型建築等と
ハイテク蓄電）

波力or潮流発電と波の静か
な海水浴場

温泉を掘って、 地熱発電も
やる

風力発電を各家庭で台風の
際の緊張電源

再生エネルギー利用の技術
開発

出会い 出生・子育て

Uターン

移住・定住

看護・ 医療の短期大学を設
置

高齢者

高齢者労働

老人ホーム

介護医療人材

高齢者のつなが
り

教育

新設

質の向上

人口

観光地に行くバスの便をつ
くる

交通

島外と 島内 実験

空き家

活用する 壊す

職業・産業

平
和

地域・歴
史

屋久島とタイアップした観
光　登山客→流れるような
ex)高速船は必ず種子島経
由

農業

産業

エネルギー

バ
イ
オ
マ
ス

風
力

温暖化

施設

スポーツ

リサイクル

２Ｒ

３Ｒ

清掃 防災

財政

つながり

地産地消

伝統 観光

その他

社会人チーム

6班（高3女,高2男,高2女2, 中３男,中1男）

1班（高2男,高2女3, 中３女,中２男,中1男）

2班（高2男,高2女3, 中３女,中1男）

3班（高3男,高2男,高2女2, 中2女,中1男）

4班（高2女3, 中３男,中２女,中1男）

5班（高3男, 高2女2, 中３女,中２男,中1男）

ＰＲ12















にしのおもて未来ワークショップでの事前／事後アンケート結果より抜粋
（2018.8.29　中学生15名、高校生22名参加）

栗島英明・谷田川ルミ・中井美和「にしのおもて未来ワークショップ報告資料」2018 年11 月6 日
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今後の展開
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低炭素化政策検討
支援ツールの開発

環境省環境研究総合推進費「基礎自治体レベルでの低炭素化政策検討支援
ツールの開発と社会実装に関する研究」（2019-2021）

2050年までの社会経済状況を基礎自治体別に提示する「
社会経済オプション導入シナリオ」を作成。「低炭素化
技術システムオプション導入シナリオ」と結合させた「
低炭素政策シミュレータ」と「気候変動リスク情報」で
構成される「低炭素化政策検討支援ツール」を開発。

地域に賦存する低炭素化に応用可能な未利用資源（
再生可能資源、社会・産業インフラなど）と、それ
を活用する技術・システムオプションをマッチング
させ、「低炭素化技術システムオプション導入シナ
リオ」を開発。

「低炭素化政策検討支援ツール（簡易
版）」を用いた「将来世代WS手法」と
WSを中心とした「低炭素化・学校教育
プログラム」の開発・試行。試行結果
のサブテーマ１・２へのフィードバッ
ク。

社会
統計DB

将来
予測DB

地域
資源DB

技術ｼｽ
ﾃﾑｵﾌﾟｼ
ｮﾝDB

技術ｼｽ
ﾃﾑシナ
リオ

社会経
済シナ
リオ

低
炭
素
政
策

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

サブテーマ１
低炭素化社会経済オプション導入シナリオ作成
と低炭素政策検討支援ツールの開発（千葉大）

サブテーマ２
低炭素化技術システムオプション導入シナリオ
の作成（東大）

地域レベルの緩和・適応政策検討の場へ
の「低炭素化政策検討支援ツール」導入
の試行。試行結果のサブテーマ１・２へ
のフィードバック。

低炭素化政策検討支援ツールの
社会実装の試行

緩和・適応政策の検討

低炭素化・学校教育プログラム

将来世代ワークショップ

指導案・教材・成績評価手法

気候変動
影響DB

気候変動
リスク情報

サブテーマ３
低炭素化政策検討支援ツールの
社会実装（芝浦工大）
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低炭素化政策検討支援ツールのイメージ
（千葉大チーム＋東大チーム）

基礎自治体別の
再エネ設備導入

量データ

基礎自治体別の
再エネポテンシ

ャルデータ
環境省

永続地帯
研究

申請代表者が
、2005年以来
継続的に調査

ギャップ

再エネ技術オプ
ションデータ

東大

基礎自治体別の
社会経済動向デ

ータ

未来カルテ
申請代表者が
2014年以来開
発し、公開

建築物などの更新速度、農地・耕作放棄地・宅地面積など
の予測を行い、各技術オプション導入にかかる物理的上限
を予測する。また、各技術オプション導入にかかる費用を
概算する（習熟曲線を使ったコスト低減効果も含む）。以
上、全自治体ごとに2050年までの期間について計算する。

ポテンシャルがあるのに導入されていない再エネ種を
基礎自治体別に自動計算するプログラムを構築する。

本研究
の開発
項目

本研究の
開発項目

対
象
自
治
体
別
に
、
時
間
ご
と
の
気
象
デ
ー
タ
入
力

に
よ
る
再
エ
ネ
供
給
量
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
量
を
推

計
す
る
。
系
統
上
の
問
題
も
検
証
す
る
。
統
計
で
得

ら
れ
な
い
個
別
の
社
会
経
済
デ
ー
タ
も
入
力
す
る
。

本研究の
開発項目

詳細版簡易版
教材用

行政計画用

千葉大

千葉大



低炭素化・学校教育プログラムのイメージ（芝浦工大チーム）
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学習活動の過程 形態 時間 主な学習活動

1 オリエンテーション
クラス 1

・授業のねらいと目標の提示
・気候変動についての簡単な説明
・バックキャスティングの説明

2 気候変動と2045年の西之表
市 クラス 1

・気候変動を含めた2045年の西之表市について説明
・気候変動を含めた2045年の西之表市の課題、わから
ない点を自分なりにノートに書き込む

3～4 将来世代ワークショップ
(1)：課題と原因整理

グループ 2

・前回の説明で分からなかったこと、知りたいことな
どを宿題として調べてくる
・グループで気候変動を含めた2045年の西之表市の課
題とその原因について話し合う
・低炭素化政策検討支援ツール(簡易版)を使ってゲーム
を行い、エネルギーと地域課題との関わりを実感する
・個人による課題の書き出し、グループごとに模造紙
へ展開、他のグループとの課題の共有

5～7 調べ学習

クラス
グループ 3

・西之表市や種子島の資源・エネルギーについて、文
献(web)を使って調べたり、市役所や関連団体にインタ
ビュー調査を行う
・分からなかったこと、知りたいことを書き出す
・低炭素化や地域課題の解決につながるアイデアを
ワークショップまでに個々人で考えてくる

8～9 将来世代ワークショップ
(2)：政策提案とまとめ

グループ 2

グループに分かれ、今から取り組むべき気候変動と地
域課題の解決につながる具体的な方策について話し合
う
・個人による提言の書き出し、グループごとに模造紙
へ展開
・各グループの提言に対する相互評価

10～11 全体発表会（地域・保
護者公開） 全体 2

・各グループで考えた提言をプレゼンテーションする
・参加者(市関係者、地域の関連団体、保護者等)からの
講評

12 ツールによる再計算結果
クラス 1

・提言の一部を導入した場合について、低炭素化政策
検討支援ツールで再計算を行い、温室効果ガスの排出
量や地域がどう変わる可能性があるかを説明

・新学習指導要領に準拠した
「総合学習・探究」の教育プ
ログラムとして検討
・全10～12時間の単元として
作成（左表は12時間）
・各学校が必要なモジュール
を選択・組み合わせる
・教材、評価方法も作成
・地域連携や修了証書発行な
どで、JAPAN e-Portfolioなどに
記載可能とする

＜単元の評価基準＞ 
自己評価（主観的な成長感）
学習評価（客観的評価）
・課題の理解・整理（統計データ読
み取り、要因の探求）
・情報活用能力（文献・統計資料・
web）
・コミュニケーション能力（インタ
ビュー、話し合いへの積極的な関与
、人の意見を引っ張り出す）
・課題解決能力（政策提言）
・表現（模造紙、プレゼンテーショ
ン）

表 単元計画表（案）



奈良市エネルギー自給率未来ワークショップ
(2017.11.17)

• 2060年までの人口予測やエネルギー消費量予測を説明し、さまざまな
省エネ投資と再エネ投資のオプションを説明した後、ゲームを行う。

• ①各班に5年ごと一定額の投資資金を与える。
• ②それぞれの班が独立して、投資資金を省エネ投資と再エネ投資に割り振る。
• ③毎期、イベントカードを引いてその効果を全体に適用する。（例：災害の発生、

化石燃料価格の上昇、再エネ設備価格の低下、住民紛争の発生など。また、耐用年
数が到来した設備については、その段階で廃棄費用が発生し、効果がなくなる。）

• ④2040年の到来時点で、エネルギー自給率が一番高かった班が勝利。今まで深くどうしたら、奈良市に、貢献
できるかなどを考えたことがなかったが、
考えてみると、難しくて、考えるのが楽し
かったです。考えることで、自分の考え
を良い方向に変えることができたので参
加してよかったと思いました。
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省エネ・再エネ投資オプション 投資単位
投資単位当
たり投資額
（万円）*

効果(TJ)
TJ単価（万
円／TJ）

2018-29の
投資単位量

2018-29の
投資額

（万円）

パワコン・
燃料費（万

円）

耐用年数
（年）

売電
収入

燃料費
削減

必要物
理量

単位
物理的
余裕量

A 住宅省エネ（窓断熱・LED照明化・省エネ家電など）100軒 3500 3.346 1046 500 1750000 0 50* 〇 50000 軒/10年 0

B 住宅太陽光(10KW未満） 100軒（4kW） 14160 1.690 8377 30 424800 0 30** 〇 3000 軒/10年 47000

C 住宅太陽熱 100軒 5000 0.800 6250 20 100000 0 25 〇 2000 軒/10年 48000

D 事業用太陽光(10KW以上）域内出資100% 1か所（1000kW） 26220 4.762 5506 0 0 0 30** 〇

E 事業用太陽光(10KW以上）域外出資90％ 1か所（1000kW） 2622 4.762 551 3 7866 0 30** 〇

F ソーラーシェアリング 10か所（11.76kW） 3894 0.497 7836 150 584105 0 30** 〇 11 ha（累積） 289

G マイクロ水車 10か所（1kW） 1500 2.523 595 1000 1500000 0 30 〇 1E+05 m（累積） 100000

H バイオマス発電 域外出資50％ 1か所（2000kW） 46200 44.150 1046 1 46200 120000 20*** 〇
I バイオマス熱利用 1か所（300kW） 4500 2.700 1667 2 9000 36000 20**** 〇

*技術革新で下がっていきます

投資額総計（パワーコンディショナー・バイオマス燃料費を含みます） 4577971
投資予算額(2018-29）（消費支出の1％＋売電収入・燃料費削減リターン*）4973638
投資余裕額（できるだけ少なくなるように投資量を決めてください）395667
*この期間のリターンは次の期の投資予算額に加算されます。 発生→ 〇
変動要因(2018-29) イベント１メガソーラー反対運動 〇 オプションＤ、Ｅ半分運転開始できず

イベント２林業作業者不足

イベント３大規模台風到来

イベント４化石燃料価格高騰 〇 燃料費削減リターン2倍

住宅省エネ（窓断熱・LED照明化・省エネ家電など）50000軒(第一期）

住宅太陽光(10KW未満） 50000軒(第一期）

住宅太陽熱 50000軒(第一期）

事業用太陽光(10KW以上）域内出資100%

事業用太陽光(10KW以上）域外出資90％

ソーラーシェアリング 300ha

マイクロ水車 200000m

バイオマス発電 域外出資50％

バイオマス熱利用
http://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/general/actual/

3

61100

ha（累
積）

479

m3/年(必
要木材量)

71820

参考物理量

農地の10分の1（3000000m2）

幹線水路延長概算

* haあたり年間10m3と仮定

新築住宅の10年間累計+既設住宅の2
割
新築住宅の10年間累計+既設住宅の2
割
新築住宅の10年間累計+既設住宅の2
割

482ha 耕作放棄地面積（4820000m2）

132920m3/年
奈良市の林野面積に相当する林地残
材など*

投資決定後にカードを引
いて発生の有無を決めま
す。

*住宅の耐用年数と合わせる

**パワーコンディショナー15年

***燃料費10000万円／年

****燃料費1500万円／年

投資余裕額・物理的余裕
量が赤字にならないよう
に投資単位量を決めてく
ださい。（100軒を100単位だと

1万軒になります）

TJ（テラジュール）は、エネル
ギー量の単位です。人間1人は
だいだい100W（ワット）。1人
が1秒間仕事をすると100J
（ジュール）。TJは1兆ジュール
で、317人が1年間休みなく仕事
をしてだいたい1TJになります。

家庭の省エネ情
報の追加です。

奈良市エネルギー自給率向上プログラム（2017年11月に試行）

技
術
オ
プ
シ
ョ
ン

社会経済シナリオ
消費支出の1％と各種物理的制約を上限として、現在～2029年、2030
～2039年、2040～2049年、2050～2059年の省エネ･再エネ投資を決定。
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2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060 2015/2060

人口 360310 350014 337163 322157 305438 287715 287715 287715 287715 287715 79.9%
平均世帯人員 2.55 2.49 2.45 2.43 2.40 2.36 2.32 2.28 2.25 2.21

世帯数 141298 140568 137618 132575 127266 122120 124015 125970 127987 130070 92.1%
消費支出 円・月/世帯 297981 297981 297981 297981 297981 297981 297981 297981 297981 297981

うち電気代 9984 9984 9984 9984 9984 9984 9984 9984 9984 9984

うちガス代 5708 5708 5708 5708 5708 5708 5708 5708 5708 5708

他の光熱 432

消費支出 万円・年 50524957 50263866 49208899 47405761 45507360 43667370 44344967 45043925 45765269 46510092

うち電気代 1692864 1684116 1648768 1588353 1524746 1463097 1485800 1509219 1533388 1558344

うちガス代 967835 962834 942625 908085 871720 836474 849454 862843 876660 890928

73249

消費支出の1％ 万円 505250 502639 492089 474058 455074 436674 443450 450439 457653 465101

2733948

消費支出に電気ガス代が占める割合 5.3%
民生用エネルギー需要に占める冷暖房費割合 0.36 188304 67789.44

民生用エネルギー需要に占める照明費割合 0.23
民生用電力需要 TJ・年 17629 17538 17169 16540 15878 15236 15472 15716 15968 16228

民生用熱需要 TJ・年 6165 6133 6004 5784 5553 5328 5411 5496 5584 5675

民生用電力需要価格 万円／TJ 96

民生用熱需要価格 万円／TJ 157

再エネFIT売り上げ 万円 1277946 4415576 3808436

省エネによる節減額 万円 1571579 3803815 4477893

民生用エネルギー需要 TJ・年 23794 23671 23174 22325 21431 20564 20883 21212 21552 21903

省エネ対策効果 1405 3402 4004 4045

省エネ対策後エネルギー需要 23794 23671 20919 17163 17208 17857

再生可能エネルギー供給(2016.3) 1142 1142 3857 9880 18478 25278

自給率 4.8% 4.8% 18.4% 57.6% 107.4% 141.6%

社会経済シナリオ

奈良市エネルギー自給率向上プログラム（2017年11月に試行）
奈良市の社会経済シナリオ（人口、世帯数、世帯消費支出額、建
築物ストック数、新築着工件数、耕地面積、耕作放棄地面積、水
路延長、人工林面積など）を前提としてプログラムを作成

54消費支出の世帯あたり原単位を固定、消費支出総額は変化



引き続きよろしく申し上げます
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kurasaka@chiba-u.jp

Website　「未来カルテ」で検索


